
第

１

師

団
は

４

月

10
日
、
練
馬
駐
屯
地

に
お
い
て
「
第
１
師
団

創
立

60
周
年
・
練
馬

駐
屯
地
創
設

71
周
年

記
念
行
事
」
を
挙
行
し
、

第
１
師
団
及
び
練
馬
駐

屯
地
に
対
す
る
地
域
住

民
の
理
解
と
信
頼
を
深

め
る
と
と
も
に
隊
員
の

使
命
の
自
覚
と
士
気
の

高
揚
を
図
っ
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

招
待
者
、
師
団
の
協
力
者
や

地
域
住
民
等
約
２
３
０
０
人

が
駐
屯
地
を
訪
れ
た
。

式
典
は
執
行
者
（
師
団
長
）

及
び
観
閲
部
隊
指
揮
官
（
副

師
団
長
）
の
リ
ぺ
リ
ン
グ
に

よ
る
入
場
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
観
閲
部
隊
の
人
員

約
８
０
０
人
が
師
団
の
威
容

を
示
し
た
。

式
辞
で
師
団
長
は
観
閲
部

隊
に
対
し
「
我

が
国
周
辺
の
安

全
保
障
環
境
は
こ
の

60
年

間
で
最
も
厳
し
い
情
勢
と
な
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
自
衛
隊
の

真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
、
国

民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
抜

く
た
め
、
こ
の
還
暦
を
迎
え

た
こ
と
を
契
機
と
し
、
０
歳

に
戻
っ
た
よ
う
に
原
点
に
立

ち
返
り
、
首
都
防
衛
の
備
え

を
完
整
さ
せ
て
い
こ
う
」
と

訓
示
し
た
。
ま
た
来
場
者
に

対
し
て
は
「
第
１
師
団
は
最

後
の
最
後
の
砦
で
す
。
た
だ

し
、
第
１
師
団
約
６
千
人
の

み
で
首
都
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
警
察
・

消
防
・
海
保
・
地
方
自
治
体

等
公
共
機
関
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す
。
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
・
通
信
・
交
通
・

医
療
な
ど
の
指
定
公
共
機
関

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
首
都
機

能
の
生
命
線
で
す
。
防
衛
産

業
は
日
本
の
防
衛
力
そ
の
も

の
で
す
。
フ
ル
稼
働
で
装
備

品
等
の
補
給
・
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の

先
輩
方
、
有
事
の
際
は
、
も

う
一
度
自
衛
官
に
な
っ
て
銃

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

た
め
に
も
健
康
に
ご
留
意
を
。

そ
し
て
最
後
に
ご
来
場
の
都

民
・
県
民
の
皆
様
、
引
き
続

き
自
衛
隊
の
行
動
に
関
す
る

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
加
え
て
普
段
自
衛
隊

と
は
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

の
な
い
市
民
の
皆
様
に
我
が

国
防
衛
や
自
衛
隊
の
現
状
に

つ
い
て
啓
発
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
た
。

小
池
都
知
事
は
「
首
都
東

京
、
都
民
・
国
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
兒
玉
師

団
長
の
指
揮
の
下
、
強
い
責

任
感
と
使
命
感
を
も
っ
て
、

任
務
に
精
励
さ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
い
た
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

本
年
度
の
記
念
行
事
は
、

観
閲
行
進
は
行
わ
ず
、
各
部

隊
の
特
性
を
生
か
し
た
動
的

展
示
と
静
的
展
示
に
よ
る
部

隊
紹
介
を
行
っ
た
。
特
に
注

目
を
浴
び
た
の
は
、
今
年
度

よ
り
新
編
さ
れ
た
第
１
偵
察

戦
闘
大
隊
の

16
式
機
動
戦

闘
車
の
迫
力
あ
る
性
能
展
示

で
あ
り
、
来
場
者
の
ど
よ
め

き
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

装
備
品
展
示
で
は
各
種
装

備
品
が
ど
の
様
に
機
能
を
発

揮
す
る
か
に
つ
い
て
、
来
場

者
に
分
か
り
や
す
く
理
解
し

て
頂
く
た
め
、
装
備
品
の
動

的
な
展
示
を
ツ
ア
ー
形
式
で

行
っ
た
。
間
近
で
動
く
装
備

品
を

見
た
来
場

者
か

ら

は

「
初
め
て
近
く
で
動
い
て
い

る
の
を
見
て
感
動
し
た
。
迫

力
が
あ
っ
て
格
好
良
い
」
等

の
感
想
が
あ
っ
た
。

ま
た
装
輪
車
体
験
試
乗
や
、

ロ
ー
プ
渡
り
な
ど
の
自
衛
隊

体
験
の
ほ
か
、
駐
屯
地
食
堂

で
は
記
念
会
食
が
和
や
か
に

行
わ
れ
、
行
事
は
成
功
裏
に

終
了
し
た
。

（１）第２３号 頭 号 師 団
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３
年
ぶ
り
！
練
馬
駐
屯
地
に
活
気
溢
れ
る
！

統 率 方 針

全

て

は

任

務

が

基

準

来賓に対し式辞を述べる執行者 執行者と東京都知事による巡閲 リぺリングにより入場する

執行者と観閲部隊指揮官

祝辞を述べる小池東京都知事 観閲部隊指揮官と幕僚

動的展示

装備品展示

装
輪
車
体
験
試
乗
及
び
自
衛
隊
体
験



頭 号 師 団 （２）第２３号

第

32
普
通
科
連
隊
、
第
１
特
科
隊
、
第
１
高
射
特
科
大
隊
及
び
第
１
通
信
大
隊
は
、
５
月

31
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
の
間
、
北
富
士
、
東
富
士
演
習
場
等
に
お
い
て
、
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
「
徒
歩
行
進
に
引
き
続
く
陣
地
攻
撃
」
を
検
閲
課
目
と
し
て
実
施
し
、
更
に

32
普
連
及
び
１
特
に
対
し
て
は
「
対
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ウ
」
に
つ
い
て
も
課
目
と
し
て
付
与
し
そ
の
練
度
を
確
認
し
た
。
訓
練

検
閲
実
施
に
あ
た
り
統
裁
官
（
師
団
長
）
は
「
勝
利
へ
の
執
念
」
、
「
創
造
的
破
壊
」
、
「
非
戦
闘
損
耗
の
局
限
」
、
「
自
ら
学
べ
」
の
４
点
を
要
望
し
た
。

５
月

31
日
か
ら
６
月
１
日
の
間
、

32
普
連
及
び
１
特
は
、
治
安
出
動
次
い
で
防
衛
出
動
下
令
下
に
お
い
て
住
民
混
在
下
で
の
武
装
工
作
員
等
へ
の
対
処
を
実
施
し
た
。
両
部
隊
は
住
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
事
項
と
し
て
行

動
し
、
警
察
・
自
治
体
等
と
の
各
種
調
整
、
作
戦
地
域
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
を
実
施
、
最
終
的
に
潜
伏
等
す
る
武
装
工
作
員
等
を
捜
索
・
撃
滅
し
て
任
務
を
達
成
し
た
。

６
月
２
日
か
ら
３
日
の
朝
に
か
け
て

32
普
連
は
約

40
キ
ロ
、
１
特
、
１
高
大
及
び
１
通
大
は
約

30
キ
ロ
の
徒
歩
行
進
を
実
施
し
、
引
き
続
い
て
東
富
士
演
習
場
に
展

開
す
る
敵
先
遣
戦
闘
団
（
１
普
連
基
幹
）
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。

攻
撃
開
始
に
先
立
ち
、
１
特
及
び
１
高
大
は
北
富
士
演
習
場
に
陣
地
占
領
、
ま
た
１
通
大
は
大
隊
主
力
を
同
じ
く
北
富
士
演
習
場
、
一
部
を
師
団
主
力
が
集
結
す
る

松
本
駐
屯
地
に
展
開
さ
せ
る
と
と
も
に
高
ボ
ッ
チ
山
、
甘
利
山
及
び
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
要
地
に
中
継
所
を
開
設
し
て
、
先
遣

32
普
連
と
師
団
主
力
と
の
間
の
指
揮

連
絡
を
確
保
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
を
作
戦
間
維
持
運
営
し
た
。

３
日
、

32
普
連
は
１
中
隊
を
平
塚
道
沿
い
に
、
４
中
隊
を
戦
車
道
沿
い
に
そ
れ
ぞ
れ
前
進
さ
せ
、
敵
警
戒
部
隊
を
駆
逐
す
る
と
と
も
に
、
同
日

15
時
頃
、
３
中
隊
及

び
５
中
隊
を
並
列
し
て
攻
撃
さ
せ
、
狐
塚
か
ら
大
野
一
帯
を
確
保
し
、
明
朝
以
降
の
敵
主
陣
地
に
対
す
る
攻
撃
の
態
勢
を
確
立
し
た
。

こ
の
際
、
１
特
は

32
普
連
の
攻
撃
発
揮
の
条
件
を
作
為
す
る
た
め
敵
第
一
線
陣
地
及
び
敵
砲
迫
部
隊
を
重
視
し
て
制
圧
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
対
砲
迫
戦
の
実

施
に
よ
り
、
敵
砲
迫
の
火
力
発
揮
を
妨
害
し
無
力
化
さ
せ
た
。

ま
た
１
高
大
は
、
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
１
コ
分
隊
を

32
普
連
に
、
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
２
コ
小
隊
及
び
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
１
コ
分
隊
を
１
特
に
そ
れ
ぞ
れ
同
行
さ
せ
て
対
空
掩
護
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
、
１
通
大
は
師
団
長
よ
り
「
作
戦
の
終
始
を
通
じ
て
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
に
資
す
る
映
像
を
作
成
し
、
師
団
の
作
戦
環
境
を
有
利

に
せ
よ
」

と
の
指
針
を
受
け
、

必
要
な
映
像
資
料
の
撮
影
を
行
い
、
作
戦
間
４
本
の
Ｓ
Ｃ
映
像
を
編
集
し
て
師
団
司
令
部
に
提
出
し
た
。

４
日
、

32
普
連
は
１
特
の
攻
撃
準
備
射
撃
の
下
、
連
隊
攻

撃
目
標
に
向
け
攻
撃
を
開
始
、
５
日
夕
方
に
は
目
標
地
域
の

確
保
に
成
功
し
た
。

６
日
、

32
普
連
隊
長
が
師
団
長
に
じ
後
の
防
御
構
想
に
つ

い
て
報
告
し
た
時
点
を
も
っ
て
、
本
訓
練
検
検
閲
の
状
況
を

終
了
し
た
。

対抗部隊長（副師団長）と赤部隊隊員（1普連）と記念写真

対抗部隊（市街地）お疲れ様でした。

自ら考え 創造的破壊に挑戦 第1回師団訓練検閲
５
月
31
日
～
６
月
１
日

対
ゲ
リ
ラ
コ
マ
ン
ド
ウ

第３２普通科連隊第 １ 特 科 隊

６月２日～３日

徒歩行進

32普連

１特

１高大

１通大

師団長も歩きました！

（副官と伝令も一緒に）

第

１

特

科

隊

第

１

通

信

大

隊

第
32

普
通
科
連
隊

第
１
高
射
特
科
大
隊



第

32
普
通
科

連
隊
、
第
１
特

科
隊
、
第
１
高

射
特
科
大
隊
及

び
第
１
通
信
大

隊
は
、
５
月

31

日
か
ら
６
月
８

日

ま

で

の

間

、

北
富
士
、
東
富

士
演
習
場
等
に

お
い
て
、
訓
練

検
閲
を
受
閲
し

た
。本

訓
練
検
閲

は
「
徒
歩
行
進

に
引
き
続
く
陣

地
攻
撃
」
を
検

閲
課
目
と
し
て

実
施
し
、
更
に

32
普
連
及

び
１
特
に
対
し
て
は
「
対
ゲ

リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ウ
」
に
つ

い
て
も
課
目
と
し
て
付
与
し

そ
の
練
度
を
確
認
し
た
。
訓

練
検
閲
実
施
に
あ
た
り
統
裁

官
（
師
団
長
）
は
「
勝
利
へ

の
執
念
」
、
「
創
造
的
破
壊
」
、

「
非
戦
闘
損
耗
の
局
限
」
、

「
自
ら
学
べ
」
の
４
点
を
要

望
し
た
。

５
月

31
日
か
ら
６
月
１

日
の
間
、

32
普
連
及
び
１

特
は
、
治
安
出
動
次
い
で
防

衛
出
動
下
令
下
に
お
い
て
住

民
混
在
下
で
の
武
装
工
作
員

等
へ
の
対
処
を
実
施
し
た
。

両
部
隊
は
住
民
の
安
全
確
保

を
最
優
先
事
項
と
し
て
行
動

し
、
警
察
・
自
治
体
等
と
の

各
種
調
整
、
作
戦
地
域
で
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
を
実
施
、

最
終
的
に
潜
伏
等
す
る
武
装

工
作
員
等
を
捜
索
・
撃
滅
し

て
任
務
を
達
成
し
た
。

６
月
２
日
か
ら
３
日
の
朝

に
か
け
て

32
普
連
は
約

40

キ
ロ
、
１
特
、
１
高
大
及
び

１
通
大
は
約

30
キ
ロ
の
徒

歩
行
進
を
実
施
し
、
引
き
続

い
て
東
富
士
演
習
場
に
展
開

す
る
敵
先
遣
戦
闘
団
（
１
普

連
基
幹
）
に
対
し
て
攻
撃
を

開
始
し
た
。

攻
撃
開
始
に
先
立
ち
、
１

特
及
び
１
高
大
は
北
富
士
演

習
場
に
陣
地
占
領
、
ま
た
１

通
大
は
大
隊
主
力
を
同
じ
く

北
富
士
演
習
場
、
一
部
を
師

団
主
力
が
集
結
す
る
松
本
駐

屯
地
に
展
開
さ
せ
る
と
と
も

に
高
ボ
ッ
チ
山
、
甘
利
山
及

び
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
要

地
に
中
継
所
を
開
設
し
て
、

先
遣

32
普
連
と
師
団
主
力

と
の
間
の
指
揮
連
絡
を
確
保

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
通
信

組
織
を
作
戦
間
維
持
運
営
し

た
。３

日
、

32
普
連
は
１
中

隊
を
平
塚
道
沿
い
に
、
４
中

隊
を
戦
車
道
沿
い
に
そ
れ
ぞ

れ
前
進
さ
せ
、
敵
警
戒
部
隊

を
駆
逐
す
る
と
と
も
に
、
同

日

15
時
頃
、
３
中
隊
及
び

５
中
隊
を
並
列
し
て
攻
撃
さ

せ
、
狐
塚
か
ら
大
野
一
帯
を

確
保
し
、
明
朝
以
降
の
敵
主

陣
地
に
対
す
る
攻
撃
の
態
勢

を
確
立
し
た
。

こ
の
際
、
１
特
は

32
普

連
の
攻
撃
発
揮
の
条
件
を
作

為
す
る
た
め
敵
第
一
線
陣
地

及
び
敵
砲
迫
部
隊
を
重
視
し

て
制
圧
す
る
と
と
も
に
、
積

極
的
な
対
砲
迫
戦
の
実
施
に

よ
り
、
敵
砲
迫
の
火
力
発
揮

を
妨
害
し
無
力
化
さ
せ
た
。

ま
た
１
高
大
は
、
近
Ｓ
Ａ

Ｍ
１
コ
分
隊
を

32
普
連
に
、

短
Ｓ
Ａ
Ｍ
２
コ
小
隊
及
び
近

Ｓ
Ａ
Ｍ
１
コ
分
隊
を
１
特
に

そ
れ
ぞ
れ
同
行
さ
せ
て
対
空

掩
護
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
、
１
通
大
は
師
団

長
よ
り
「
作
戦
の
終
始
を
通

じ
て
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
に
資

す
る
映
像
を
作
成
し
、
師
団

の
作
戦
環
境
を
有
利
に
せ
よ
」

と
の
指
針
を
受
け
、
必
要

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
映
像
資

料
の
撮
影
を
行
い
、
作
戦
間

４
本
の
Ｓ
Ｃ
映
像
を
編
集
し

て
師
団
司
令
部
に
提
出
し
た
。

４
日
、

32
普
連
は
１
特

の
攻
撃
準
備
射
撃
の
下
、
連

隊
攻
撃
目
標
に

向
け
攻
撃
を
開

始
、
５
日
夕
方

に
は
目
標
地
域
の
確
保
に
成

功
し
た
。

６
日
、

32
普
連
隊
長
が

師
団
長
に
じ
後
の
防
御
構
想

に
つ
い
て
報
告
し
た
時
点
を

も
っ
て
、
本
訓
練
検
検
閲
の

状
況
を
終
了
し
た
。

頭 号 師 団 （２）第２３号

自ら考え 創造的破壊に挑戦 第1回師団訓練検閲
５
月
31
日
～
６
月
１
日

対
ゲ
リ
ラ
コ
マ
ン
ド
ウ

第３２普通科連隊第 １ 特 科 隊

６月２日～３日

徒歩行進

32普連

１特

１高大

１通大

師団長も歩きました！

（副官と伝令も一緒に）

第
32
普
通
科
連
隊

第

１

特

科

隊

第
１
高
射
特
科
大
隊

第
１
通
信
大
隊

『
表

彰
』
（
第
４
級
賞
詞
）

【
第
32
普
通
科
連
隊
】

第
１
中
隊

千
葉
１
曹

第
２
中
隊

梶
原
３
曹

同

田
口
３
曹

第
３
中
隊

村
田
士
長

第
４
中
隊

荒
井
３
曹

【
第
１
特
科
隊
】

隊
本
部

石
川
２
尉

本
部
管
理
中
隊

臼
木
１
曹

第
２
中
隊

渡
邊
３
曹

【
第
１
高
射
特
科
大
隊
】

指
揮
情
報
中
隊

増
田
３
曹

【
第
１
通
信
大
隊
】

本
部
管
理
中
隊

森
田
２
曹

『
褒

賞
』

【
第
32
普
通
科
連
隊
】

本
部
管
理
中
隊

阿
部
１
曹

同

杉
山
２
曹

第
５
中
隊

神
３
曹

【
第
１
特
科
隊
】

第
１
中
隊

渡
邊
３
曹

第
３
中
隊

佐
野
３
曹

第
４
中
隊

宮
下
２
曹

情
報
中
隊

小
笠
原
３
曹

【
第
１
高
射
特
科
大
隊
】

大
隊
本
部

佐
々
木
２
尉

本
部
管
理
中
隊

杉
山
１
曹

高
射
中
隊

佐
久
間
３
曹

【
第
１
通
信
大
隊
】

大
隊
本
部

小
野
寺
２
尉

第
１
中
隊

生
方
１
曹

第
２
中
隊

齋
藤
２
曹

対抗部隊（対ゲリラ・コマンドウ）お疲れ様でした。

対抗部隊長（副師団長）と赤部隊隊員（1普連）と記念写真



第
１
普
通
科
連

隊
は
、
４
月

11
日

か
ら

21
日
ま
で
の

間
、
北
富
士
演
習

場
に
お
い
て
、
運

用
構
想
に
基
づ
く

演
習
場
機
能
の
維

持
・
向
上
及
び
長

期
安
定
使
用
を
目

的
と
し
て
春
季
演

習
場
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。

本
整
備
は
連
隊
長
を
北
富
士

整
備
隊
長
と
し
て
、
師
団
隷

下
か
ら
８
コ
部
隊
及
び
部
隊

訓
練
評
価
隊
の
配
属
を
受
け

て
整
備
隊
を
編
成
し
、
同
演

習
場
の
整
備
を
実
施
し
た
。

こ
の
際
、
整
備
隊
長
は
各
整

備
隊
に
対
し
「
作
業
工
程
表

に
基
づ
く
工
程
管
理
」
「
安

全
・
健
康
管
理
の
徹
底
」
の

２
点
を
要
望
し
、
各
整
備
隊

は
人
力
及
び
機
械
力
を
主
体

と
し
た
機
動
路
、
各
種
訓
練

場
及
び
射
場

等
の
整
備
を

工
程
管
理
に

基
づ
き
実
施

し
、
朝
夕
の

寒
暖
差
厳
し

い
気
候
の
中

で
は
あ
っ
た

が
順
調
に
整

備
を
実
施
し
、

予
定
よ
り
早
く
整
備
を
完
了

し
た
。

西
連
絡
道
に
お
い
て
は
排
水

設
備
の
整
備
が
実
施
さ
れ
Ｕ

字
溝
の
交
換
に
携
わ
っ
た
隊

員
は
「
困
難
な
工
事
で
あ
っ

た
が
皆
で
協
力
し
完
成
し
た

時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

今
後
西
連
絡
道
を
通
過
す
る

の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

第

34
普
通
科

連
隊
は
４
月

26

日
、
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て

「
第
１
回
連
隊
狙

撃
手
集
合
訓
練
」、

５
月

18
日
か
ら

19
日
の
間
、
北

富
士
演
習
場
に

お
い
て
「
第
２

回
連
隊
狙
撃
手

集
合
訓
練
」
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
に
は
連
隊
の
狙
撃

手
が
参
加
し
、
第
１
回
訓
練

は
基
本
・
応
用
射
撃
検
定
及

び
練
成
射
撃
を
、
第
２
回
訓

練
で
は
、
練
成
射
撃
及
び
潜

入
射
撃
を
実
施
し
た
。

第
２
回
訓
練
に
お
い
て
は

前
段
、
練
成
射
撃
を
実
施
し
、

射
手
は
射
距
離
及
び
風
速
の

変
化
に
応
じ
た
射
撃
要
領
に

つ
い
て
演
練
し
、
そ
の
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。

後
段
は
、
２
名
１
組
の
チ
ー

ム
編
成
に
よ
る
潜
入
射
撃
訓

練
を
実
施
し
た
。
各
組
は
命

令
受
領
後
、
夜
間
に
潜
入
を

開
始
し
て
翌
早
朝
に
は
標
的

に
対
す
る
射
撃
位
置
を
占
領
、

狙
撃
班
長
の
命
令
に
基
づ
き
、

示
さ
れ
た
目
標
に
対
し
て
射

撃
し
、
企
図
を
秘
匿
し
つ
つ

速
や
か
に
離
脱
し
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
参
加
者

は
、
こ
れ
ま
で
の
集
合
訓
練

や
中
隊
等
に
お
け
る
訓
練
で

培
っ
た
能
力
を
発
揮
し
て
隠

密
か
つ
冷
静
に
目
標
に
到
達

で
き
る
よ
う
訓
練
に
挑
み
、

狙
撃
手
と
し
て
練
度
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
じ
後
の

資
を
得
る
等
の
目
的
を
達
成

し
た
。

第
１
偵
察
戦
闘
大
隊
は
５

月

10
日
か
ら

17
日
ま
で
の

間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
第
１
次
大
隊
訓
練
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
各
中
隊

は
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及

び
隊
員
の
基
礎
動
作
を
、
大

隊
本
部
は
指
揮
幕
僚
活
動
に

つ
い
て
演
練
し
、
練
度
の
向

上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
５
月

23
日
か
ら

26
日
ま
で
の
間
、
北
富
士

演
習
場
に
お
い
て

16
式
機

動
戦
闘
車
、

87
式
偵
察
警

戒
車
及
び

60
ｍ
ｍ
迫
撃
砲

の
射
撃
訓
練
を
実
施
し
射
撃

練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

第
１
施
設
大
隊
は
３
月

31
日
か
ら
４
月
２
日
ま
で

の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お

い
て
師
団
隷
下
部
隊
の
障
害

処
理
及
び
障
害
構
成
の
練
度

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
令
和
４
年
度
第
１
回
施

設
合
同
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
前
段
（
３
月

31
日
か
ら
４
月
１

日
）
と
後
段
（
４

月
２
日
）
に
分
け

て
実
施
し
た
。

前
段
は
普
通
科

連
隊
の
隊
員
を
中

心
に
、
複
合
障
害

（
地
雷
及
び
対
戦
車

壕
）
の
偵
察
か
ら

障
害
処
理
ま
で
を

一
連
の
状
況
下
で
行
い
、
そ

の
景
況
を
隊
員
た
ち
に
確
認

さ
せ
た
。
ま
た
携
帯
障
害
処

理
器
材
、
導
爆
線
等
を
用
い

た
鉄
条
網
の
処
理
要
領
に
つ

い
て
教
育
訓
練
し
た
。

後
段
は
師
団
隷
下
部
隊
に

よ
る
対
人
地
雷
の
実
爆
処
理

や
指
向
性
散
弾
の
爆
破
を
行
っ

た
。
そ
の
他
、
市
街
地
を
は

じ
め
と
し
た
首
都
機
能
維
持

に
必
要
な
場
面
に
お
け
る
民

生
品
を
活
用
し
た
施
設
作
業

に
関
し
、
隊
員
相
互
に
意
見

交
換
を
実
施
す
る
等
、
有
意

義
な
訓
練
と
な
っ
た
。

（３）第２３号 頭 号 師 団

第１回施設合同訓練
第１施設大隊

第
１
普
通
科
連
隊

令
和
４
年
度
春
季
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備

射場の整備側溝整備

溜め枡の整備

連
隊

狙
撃
手
集
合
訓
練

第
34
普
通
科
連
隊

夜間潜入を開始する狙撃手

雨の中の射撃

目標に対して射撃の態勢をとる狙撃手

第
1
次
大
隊
訓
練

第
１
偵
察
戦
闘
大
隊

第
１
後
方
支
援
連
隊
は
６
月
２
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の
間
、

北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
輸
送
隊
及
び
衛
生
隊
に
対
し
て
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。

訓
練
検
閲
は
、
統
裁
官
要
望
事
項
で
あ
る
「
生
存
し
、
支
援

を
継
続
せ
よ
。
」
の
も
と
、
30
キ
ロ
の
徒
歩
行
進
に
引
き
続
き

師
団
の
陣
地
攻
撃
に
お
け
る
後
方
支
援
連
隊
の
一
連
の
行
動
に

つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

輸
送
隊
は
日
々
の
夜
間
の
計
画
輸
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

補
給
品
の
緊
急
輸
送
中
に
お
け
る
伏
撃
対
処
に
お
い
て
、
警
戒

車
両
の
迅
速
か
つ
冷
静
沈
着
な
判
断
と
そ
の
掩
護
の
も
と
に
後

退
し
、
迂
回
経
路
を
活
用
し
て
対
処
す
る
な
ど
し
て
検
閲
間
の

任
務
を
達
成
し
た
。

衛
生
隊
は
、
化
学
攻
撃
を
受
け
た
第
一
線
部
隊
の
患
者
を
第

１
特
殊
武
器
防
護
隊
が
開
設
し
た
師
団
除
染
所
と
連
携
し
て
処

置
・
後
送
す
る
と

と
も
に
大
量
患
者

発
生
時
に
は
、
患

者
の
状
態
に
応
じ

て
素
早
い
ト
リ
ア
ー

ジ
を
実
施
し
、
重

症
患
者
を
第
１
飛

行
隊
と
連
携
し
て

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

後
送
す
る
な
ど
適

切
な
救
急
処
置
を

実
施
し
て
任
務
を

完
遂
し
た
。

１
後
支
連
は
、

輸
送
隊
及
び
衛
生

隊
の
連
隊
訓
練
検

閲
で
の
成
果
を
も

と
に
、
師
団
検
閲

受
閲
に
向
け
更
な

る
野
外
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

第
１
後
方
支
援
連
隊

輸
送
隊
・
衛
生
隊
訓
練
検
閲

患者搬送 緊急輸送

１６ＭＣＶの射撃

対空射撃要領を研修

６０ｍｍ迫撃砲の射撃

携帯障害処理器材を設置

爆破薬を設置



第

１

飛

行

隊

は

、

５

月

12
日
か
ら

14
日
ま
で
の
間
、

北
富
士
演
習
場
等
に
お
い
て

第
１
回
飛
行
隊
訓
練
を
実
施

し
、
各
特
技
の
練
度
向
上
を

図
り
年
度
訓
練
の
足
掛
か
り

と
し
た
。
ま
た
、
空
中
消
火

訓
練
を
通
じ
能
力
向
上
を
図

り
、
山
林
火
災
等
へ
の
備
え

に
万
全
を
期
し
た
。

隊
は

12
日
午
前
、
北
富

士
演
習
場
滑
走
路
地
域
へ
向

け
車
両
６
両
を
も
っ
て
前
進

（
生
地
車
両
走
行
訓
練
）
し
、

時
間
差
で
推
進
し
て
飛
来
し

た
Ｕ
Ｈ
ー
１

２
機
を
受
け

入
れ
た
。

初
日
は
Ｂ
ー

Ｇ
Ａ
Ｎ
開
設
、

昼

夜

間

の

係

留

点

操

作

を

行
い
、

13
日

は

、

航

空

機

偽

装

訓

練

及

び

東

富

士

ダ

ム

を

活

用

し

た

空

中

消

火

訓

練

を

行

っ

た
。

こ
の
春
異
動
し
て
き
た
訓

練
参
加
隊
員
は
「
雄
大
な
富

士
山
を
臨
む
場
所
で
の
訓
練

は
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
人
や
環

境
、
第
１
飛
行
隊
の
訓
練
要

領
に
早
く
馴
染
み
戦
力
発
揮

で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
今
後
の
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
た
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は

５
月

30
日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
の
間
、
北
・
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
偵
察
小
隊
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
師
団
訓
練

検
閲
の
状
況
に
お
い
て
、
第

32
普
通
科
連
隊
及
び
第
１

特
科
隊
に
対
し
化
学
的
支
援

を
行
い
、
偵
察
小
隊
は
所
望

の
訓
練
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

訓
練
検
閲
終
了
後
は
、
師

団
除
染
所
に
お
け
る
除
染
小

隊
と
第
１
後
方
支
援
連
隊
衛

生
隊
と
の
協
同
訓
練
及
び
隊

本
部
要
員
に
対
す
る
指
揮
所

訓
練
を
行
い
、
複
合
傷
病
者

（
除
染
と
傷
口
の
治
療
が
同

時
に
必
要
な
傷
病
者
）
に
対

す
る
処
置
要
領
に
つ
い
て
練

成
し
、
相
互
の
連
携
要
領
に

つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に

じ
後
の
訓
練
の
資
と
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

第
１
音
楽
隊
は
６
月
５
日
、

東
京
都
池
袋
西
口
公
園
野
外

劇
場
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
グ
シ

ア
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、

「
豊
島
区
東
日
本
大
震
災
支

援
活
動
復
興
祈
念
写
真
展
＆

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加
し
た
。

本
行
事
は
震
災
か
ら

11

年
の
歳
月
が
流
れ
る
中
で
、

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず

日
頃
よ
り
防
災
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
目
的
で
２
部
構
成

に
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
中
の

第
２
部
の
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー

ト
に
お
い
て
、
東
京
消
防
庁

音
楽
隊
、
在
日
米
陸
軍
軍
楽

隊
に
よ
る
演
奏
に
引
き
続
い

て
、
１
音
は
「
キ
ボ
ウ
ノ
カ

ゼ
」
、
「
花
は
咲
く
」
を
演
奏
、

「
明
日
へ
」
、
「
東
北
民
謡
メ

ド
レ
ー
『
み
ち
の
く
讃
歌
』
」

を
歌
と
と
も
に
演
奏
し
、
来

場
者
に
感
動
を
与
え
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
を
願
い
、
行
事
の
結
実
に

寄
与
し
た
。

第
１
師
団
司
令
部
付
隊
は

５
月

31
日
か
ら
６
月
８
日

ま

で

の

間

、

北

富

士

、

東

富

士

演

習

場

等

に

お

い

て

第

１

回

師

団

訓

練

検

閲
に

85
名
を
持
っ

て
参
加
し
、
整
斉
・

円
滑
な
検
閲
統
裁
に
寄
与
し

た
。

頭 号 師 団 （４）第２３号

東日本大震災支援活動復興祈念写真展＆コンサート

第
１
音
楽
隊

空中消火訓練

第
１
回
飛
行
隊
訓
練

第
１
飛
行
隊

みちのく讃歌を歌とともに演奏 航空機偽装訓練

第
２
回
隊
訓
練

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

コンサートの様子

「明日へ」を歌う綾３曹

第１次師団訓練検閲
第１師団司令部付隊

汚染状況での患者搬送

３２普連と調整する隊員

複合傷病者に対する処置要領

統裁部食堂の様子

炊事の様子

演習ＣＰで配食する様子

統裁ＣＰ及び演習ＣＰでの勤務の様子



（５）第２３号 頭 号 師 団

第
32
普
通
科
連
隊
最
先
任
上
級
曹
長
の
西
上
准
尉
で
す
。

こ
の
機
会
に
最
先
任
の
う
ん
ち
く
を
語
っ
た
所
で
、
誰
も
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
は
小
銃
射
撃
に
お
い
て
重
要

な
事
項
等
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、
各
隊
員
の
射
撃
技
術
の
向

上
、
ま
た
は
射
撃
指
導
の
糧
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と

言
う
思
い
で
投
稿
し
ま
す
。

私
は
富
士
学
校
で
実
施
し
て
い
る
「
普
通
科
射
撃
」
と
い

う
教
育
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
教
育
を
基
に
記
述
し
ま
す
。

ま
ず
、
「
射
撃
の
５
要
素
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

左
上
記
の
図
の
通
り
、
大
き
く
５
個
の
要
素
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
射
撃
を
行
う
際
に
、
点
検
・
実
施
し
て
い
く
順

番
に
な
り
ま
す
。

第 ３ ２ 普 通 科 連 隊

最先任上級曹長

准 陸 尉 西 上 正 道

師
団
は
４
月
８
日
、
情
報
保
全
標
語
の
優
秀
作
品
に
選
出

さ
れ
た
２
人
の
隊
員
に
対
し
て
、
師
団
長
表
彰
を
実
施
し
た
。

情
報
保
全
標
語
は
情
報
保
全
期
間
中
に
、
隊
員
の
情
報
保

全
意
識
の
高
揚
、
保
全
事
案
防
止
等
に
資
す
る
目
的
で
募
集

し
、
各
隷
下
部
隊
は
厳
選
し
た
１
点
を
師
団
司
令
部
に
提
出

し
た
。

司
令
部
で
の
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
第
１
飛
行
隊

濱
口

２
尉
の
作
品
「
デ
ジ
タ
ル
戦

勝
ち
へ
の
一
歩
は

保
全
か

ら
」
と
第
１
高
射
特
科
大
隊

阿
部
士
長
の
作
品
「
身
を
守

る
口
も
心
も

マ
ス
ク
し
て
」
の
２
点
が
選
出
さ
れ
師
団
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
。

第３４普通科連隊

師
団
は
３
月
23
日
、
防
衛
省
（
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
、
令
和

３
年
７
月
１
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
派
遣
に
尽
力
し
た
功

績
に
よ
り
、
岸
防
衛
大
臣
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
。

本
表
彰
は
、
静
岡
県
熱
海
市
で
災
害
派
遣
に
従
事
し
た
派
遣

部
隊
等
に
対
し
、
民
生
の
安
定
に
寄
与
し
た
功
績
を
称
え
る
も

の
で
、
師
団
は
31
日
間
、
延
べ
約
１
万
５
千
人
、
指
揮
所
及
び

現
地
で
活
動
し
た
。

岸
防
衛
大
臣
よ
り
表
彰

岸防衛大臣から表彰状を

授与される師団長

師
団
は
「
令
和

３
年
度
隊
務
優
秀

部
隊
表
彰
」
を
実

施
し
た
。

本
表
彰
は
部
隊
の

士
気
高
揚
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
年
度

を
通
じ
て
各
部
隊

の
訓
練
、
服
務
等
、

検
査
の
３
分
野
に

お
い
て
総
合
評
価

し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
４
月
22
日
に

第
１
特
殊
武
器
防

護
隊
（
練
馬
駐
屯

地
）
及
び
28
日
に

第
34
普
通
科
連
隊

（
板
妻
駐
屯
地
）

を
表
彰
し
た
。

第
１
師
団
訓
練
検
閲
間
に
お
い

て
、
６
月
５
日
、
師
団
懇
話
会

に
よ
る
訓
練
現
地
研
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
６
日
に
は
旧

陸
軍
第
１
師
団
長
副
官
を
務
め

ら
れ
た
松
本

實
様
に
よ
る
先

の
大
戦
の
体
験
に
基
づ
く
部
外

講
話
（
意
見
交
換
会
）
を
実
施

し
、
貴
重
な
経
験
談
を
拝
聴
す

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

師団懇話会の研修（上下）松本 實様による講話（上下）

部

隊

研

修

第１特殊武器防護隊

１飛 濱口２尉

１高大 阿部士長

今
回
は
、
射

撃
で
最
も
重
要

な
５
要
素
に
つ

い
て
記
述
し
ま

し
た
が
、
掲
載

の
関
係
上
必
要

最
小
限
の
内
容

で
す
。
普
段
の

射
撃
予
習
の
段

階
か
ら
記
載
し

た
事
項
を
意
識

し
て
コ
ツ
コ
ツ

と
訓
練
を
実
施

し
て
い
く
と
、

少
な
か
ら
ず
結

果
に
現
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
こ

ま
で
！

【
次
回
予
告
】

次
回
「
自
然
狙
点
に
つ
い
て
」
を
、
掲
載
予
定
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
回
の
掲
載
は
い
つ

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
～
～
？

※
キ
リ
ト
リ
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、
射
撃
資
料
と
し
て
お
役
立
て
下
さ
い
。



頭 号 師 団 （６）第２３号

い
つ
も
息
子
の
純
平
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

純
平
は
学
生
時
代
、
地
元
長
野
を
離
れ
、
神
奈
川
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
学

生
時
代
も
終
盤
と
な
り
、
私
達
は
、
就
活
は
ど
う
す
る
の
か
と
気
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
人

か
ら
入
隊
の
希
望
を
聞
き
、
家
族
一
同
驚
き
ま
し
た
。

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
な
純
平
が
自
衛
隊
へ
の

熱
い
気
持
ち
を
秘
め
て
い
た
と
は
・
・
・

自
衛
隊
で
の
規
律
や
集
団
行
動
に
耐
え
る
覚
悟
は
あ
る
の
か
心
配
で
し

た
が
、
本
人
に
し
て
み
れ
ば
全
く
問
題
な
い
と
の
こ
と
。

生
半
可
な
気
持
で
は
な
い
と
わ
か
り
、
そ
ん
な
息
子
が
誇
ら
し
く
も
あ

り
、
心
配
で
も
あ
り
、
と
に
か
く
応
援
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

入
隊
二
年
目
で
す
が
、
会
う
度
に
体
が
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
い
て

頼
も
し
い
限
り
で
す
。
帰
省
し
た
際
は
、
家
族
や
地
元
の
友
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

今
後
も
体

調
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
留
意

し
、
さ
ら
な

る
成
長
が
で

き
る
よ
う
皆

で
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

パ
パ
い
つ
も
お
仕
事
あ
り
が
と
う
。

大
手
町
の
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
注
射
に
い
っ
て
る
と
き
、
パ
パ
が
ず
っ
と
い
な
く
て

さ
み
し
い
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
パ
パ
が
か
っ
こ
よ
く
て
大
好

き
だ
よ
。

パ
パ
が
う
っ
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
早
く
コ
ロ
ナ
が
な
く
な
る
と
い
い
な
。

コ
ロ
ナ
が
な
く
な
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
り
、
お
で
か
け
し
よ
う
ね
。

家
族
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
は
た
ら
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ね
。

大
好
き
だ
よ
パ
パ
。

当
初
強
い
意
思
で
大
学
を
目
指
し
、
受

験
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
高
二
の
終
わ
り

頃
か
ら
勉
強
内
容
の
無
意
味
さ
か
ら
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
や
が
て
何
も
し

な
く
な
り
ま
し
た
。
母
親
は
浪
人
さ
せ
た

い
意
向
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
問
題
解
決
と
は
な

ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
社
会
性
に
乏
し
い
ま
ま
の

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
の
危
機
感
か
ら
、

運
動
や
人
と
の
交
流
不
足
の
改
善
、
自
立
促
進
と

い
う
観
点
か
ら
、
自
衛
隊
が
思
い
浮
か
び
、
説
得

し
て
入
隊
を
薦
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

性
格
的
に
真
面
目
で
あ
る
事
か
ら
、
自
衛
隊
と

の
親
和
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

入
隊
当
初
は
辞
め
た
い
と
口
に
し
て
い
る
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
楽
し
そ
う
に
部
隊
の

話
を
し
て
く
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
自
衛
官

に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
家
族
皆
心
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
へ
の
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
日
頃
の
活
動
等
を
通
じ
て
見
識
を
広
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは１週間前までに

ご連絡下さい。

退
官
者
紹
介

３等陸佐

深澤 達人

本
部
管
理
中
隊

大津 孝始

准陸尉

第
２
中
隊

隊
本
部

２等陸佐

石橋 公一

第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

隊員家族紹介

「
そ
し
て
自
衛
官
に
」

私
は
、
主
人
に
日
々
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
２
子
出

産
の
為
、
産
休
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
は
事
務
官
と
し
て
勤
務
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
て
き
ま
し
た
。

長
男
は
３
歳
で
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
体
調
を
崩
す

こ
と
が
多
く
、
看
病
の
為
に
休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
主
人
は
交
互
に
看
病
出
来
る
よ
う
に
職
場
と
調
整
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
繁
忙
期
に
は
夫
が
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
仕
事
を
切
り
上
げ
て

長
男
の
迎
え
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
出
来
る
の
は
主
人
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
も
周
り
で
支
え
て
下
さ
る
上
司
、
同
僚
の
皆
さ
ん
の
お
陰

で
す
。
日
々
主
人
と
支
え
合
い
な
が
ら
周
り
へ
の
感
謝
も
忘
れ
ず
、
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
演
習
や
災
害
派
遣
の
従
事
で
家
を
不
在
に
す
る
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
笑
顔
で
送
り
出
せ
る
妻
で
あ
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
自
衛
官
の
皆
さ
ん
の
為
に
事
務
官
と
し
て
役
に
立
て
る

よ
う
今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
衛
官
の
夫
を
支
え
る
事
務
官
の
妻
と
し
て

第
１
後
方
支
援
連
隊

第
１
整
備
大
隊
本
部
付
隊

平
野
２
曹

妻
記念行事の装備品展示にて

第
２
中
隊

三浦 弘幸

准陸尉

第
３
中
隊

本
部
管
理
中
隊３等陸尉

若月 雅人星野 裕之

准陸尉

大森 雅一

陸曹長

宮下 一仁

陸曹長

木下 峰男

准陸尉

坂本 晃

陸曹長

第
１
特
科
隊

「家族みんなで応援しています！」

第１特殊武器防護隊 出浦士長 父

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

吉
岡
士
長

父

兄弟と記念写真（写真左：出浦士長）

「
パ
パ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

第
１
後
方
支
援
連
隊

衛
生
隊

大
野
２
曹

長
女

兄弟と記念写真

（写真右から2番目：吉岡士長）

大好きなダッフィーちゃんと

記念写真

第
32
普
通
科
連
隊

第
１
普
通
科
連
隊

第
34
普
通
科
連
隊

第
１
後
方
支
援
連
隊
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私
は
、
夫
に
日
々
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
２
子
出
産
の
為
、

産
休
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
は
事
務
官
と
し
て
勤
務
し
、
仕
事
と
子
育
て

を
両
立
し
て
き
ま
し
た
。

長
男
は
３
歳
で
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
体
調
を
崩
す
こ
と
が

多
く
、
看
病
の
為
に
休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夫
は
交
互

に
看
病
出
来
る
よ
う
に
職
場
と
調
整
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
繁
忙
期
に

は
夫
が
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
仕
事
を
切
り
上
げ
て
長
男
の
迎
え
に
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
出
来
る
の
は
夫
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
も
周
り
で
支
え
て
下
さ
る
上
司
、
同
僚
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
日
々
、

夫
と
支
え
合
い
な
が
ら
周
り
へ
の
感
謝
も
忘

れ
ず
、
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
演
習
や
災
害
派
遣
の
従
事
で
家
を

不
在
に
す
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
笑
顔
で
送
り
出
せ
る

妻
で
あ
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
自
衛
官
の
皆

さ
ん
の
為
に
事
務
官
と
し
て
役
に
立
て
る
よ

う
今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは１週間前までに

ご連絡下さい。

パ
パ
い
つ
も
お
仕
事
あ
り
が
と
う
。

大
手
町
の
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
注

射
に
い
っ
て
る
と
き
、
パ
パ
が
ず
っ

と
い
な
く
て
さ
み
し
い
け
ど
、
い
ろ

ん
な
人
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
パ

パ
が
か
っ
こ
よ
く
て
大
好
き
だ
よ
。

パ
パ
が
う
っ
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

で
早
く
コ
ロ
ナ
が
な
く
な
る
と
い
い

な
。コ

ロ
ナ
が
な
く
な
っ
た
ら
、
た
く

さ
ん
遊
ん
だ
り
、
お
で
か
け
し
よ
う

ね
。家

族
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
は
た

ら
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ね
。

大
好
き
だ
よ
パ
パ
。

パ
パ
い
つ
も
あ
り
が
と
う

衛
生
隊

大
野
２
曹

長
女

大好きなダッフィーちゃんと記念写真

隊員家族紹介
自
衛
官
の
夫
を
支
え
る
事
務
官
の
妻
と
し
て

第
１
整
備
大
隊
本
部
付
隊

平
野
２
曹

妻

第
１
後
方
支
援
連
隊

記
念
行
事
の
装
備
品
展
示
に
て

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

当
初
強
い
意
思
で
大
学
を
目
指
し
、
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
高
二
の
終
わ
り
頃
か
ら
勉
強
内
容
に

無
意
味
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
親
は
浪
人
さ
せ

た
い
意
向
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
問
題
解
決
と
は
な
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
社
会
性
に
乏
し
い
ま
ま
の
大

人
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
の
危
機
感
か
ら
、
運
動
や
人
と
の
交
流
不
足
の
改
善
、
自
立
促
進
と
い
う

観
点
か
ら
、
自
衛
隊
が
思
い
浮
か
び
、
説
得
し
て
入
隊
を
薦
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

性
格
的
に
真
面
目
で
あ
る
事
か
ら
、
自
衛
隊

と
の
親
和
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

入
隊
当
初
は
辞
め
た
い
と
口
に
し
て
い
る
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
楽
し
そ
う
に
部

隊
の
話
を
し
て
く
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

自
衛
官
に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
家
族

皆
心
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
へ
の
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
日

頃
の
活
動
等
を
通
じ
て
見
識
を
広
げ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
自
衛
官
に

吉
岡
士
長

父

兄弟と記念写真

（写真右から2番目：吉岡士長）

い
つ
も
息
子
の
純
平
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

純
平
は
学
生
時
代
、
地
元
長
野
を
離
れ
、
神
奈
川
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
学
生
時
代

も
終
盤
と
な
り
、
私
達
は
、
就
職
は
ど
う
す
る
の
か
と
気
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
人
か
ら
入
隊
の
希

望
を
聞
き
、
家
族
一
同
驚
き
ま
し
た
。

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
な
純
平
が
自
衛
隊
へ
の
熱
い
気
持
ち
を
秘
め
て
い
た

と
は
・
・
・

自
衛
隊
で
の
規
律
や
集
団
行
動
に
耐
え
る
覚
悟
は
あ
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
本
人
に
し
て
み
れ
ば

全
く
問
題
な
い
と
の
こ
と
。
生
半
可
な
気
持
で
は
な
い
と
わ
か
り
、
そ
ん
な
息
子
が
誇
ら
し

く
も
あ
り
、
心
配
で
も
あ
り
、
と
に
か
く
応
援
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

入
隊
２
年
目
で
す
が
、
会
う
度
に
体
が
ひ
と
回
り

大
き
く
な
っ
て
い
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
帰
省
し

た
際
は
、
家
族
や
地
元
の
友
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
し
、
さ
ら
な

る
成
長
が
で
き
る
よ
う
皆
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

家族と記念写真

（写真左：出浦士長）

家
族
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
！

出
浦
士
長

父

退
官
者
紹
介

本
部
管
理
中
隊

大津 孝始

准陸尉

第
１
普
通
科
連
隊三浦 弘幸

准陸尉

第
３
中
隊

第
32
普
通
科
連
隊大森 雅一

陸曹長

宮下 一仁

陸曹長

本
部
管
理
中
隊３等陸尉

若月 雅人

第
34
普
通
科
連
隊

第
２
中
隊

木下 峰男

准陸尉

第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊星野 裕之

准陸尉

第
１
後
方
支
援
連
隊

３等陸佐

深澤 達人

第
２
中
隊

隊
本
部

２等陸佐

石橋 公一坂本 晃

陸曹長

第
１
特
科
隊

永
年
の
勤
務
、

本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

フォロワー

募集中！！


